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要旨： 筆者らは、経営者遺族から、のこぎり屋根部材の一部、リボン見本帳、現品、洋書を中心とする繊維関係文献

を譲渡されたことにより、「東京台東区谷中細幅織物（リボン）産業関連資料調査」 !)、「東京台東区谷中細幅織物工場

所有リボン現品調査」 21の2回の報告と「欧化主義の中心地、東京の明治のリボン産業」 3)の論文投稿を行ってきた。譲

渡物には、繊維機械類はもとより工場経営に関する資料は存在しなかった。その後、工場操業に関する資料を入手し

た。ひとつは東京家政大学同窓会誌1931(昭和6)年4)に掲載された千代田リボン見学記である。学生による記述だが、

操業の様子をはじめて知ることができた。また、若干の経営資料を遺族より譲渡された。これらを報告する。同時に

地域の産業遺産である部材や見本帳などの保存活用の道を求めているが、こちらについても中間報告を行ないたい。
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1 . 千代田リボン操業情報

1 -1 既知の情報

リボン見本帳内のメ モやその他文献に記述されたエ

場設備や操業を知るものは、以下程度であった。

明治30(1897)年；製織記録で最も古い／第十二

号機；織機番号の最大（以上見本帳メモ）／明治17

(1884)年8月岩橋リボンがドイツからの多条式の

巨大な力織機14台を輸入。我が国初の動力織機に

よるリボン製造。製織機は薄いリボンのため特殊

な機構を持ち、耳の不揃いを防ぐため、抒はラッ

ク（軌道）の歯車仕掛で静かに往復する。緯（横）糸

は、金弓装置の抒のスプリングで伸縮調整。51/ 

多条式力織機なため、スチール製機台が必須57/

明治34(1901)年ドイツ・ルードルフ社へ複雑な

模様髪掛リボンの織れる織機(5,6丁抒）発注6)

1-2 東京府工業統計

すでに報告のように同統計では、 1903(明治36)年

統計のみにリボンの項が存在する。7) 「私設ノ工場ノニ

リボン工場数 l 原動カプ用イル、職工など30人」と
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あり、生産量等は以下である。

表1 明治36(1903)年のリボン生産量など

工場数
生産量
グロス

2392 

売価円

3570 

lグロスの
平均価格

約1.5円

2,392グロス=28,704ダース。1本のリボン巻が当

時の単位では144ヤードとして、 1本が約132mである。

メートル法では、約3789千mの生産量である。

表2 リボン工場の賃銭など

明治36年 工場数 男 女
業種別

軒 14歳以上 14歳未満 14歳以上 14歳未満賃銭比較

リボン 1 460 220 130 

絹織物 32 260 220 70 50 

莫大小
8 510 290 130 130 （メリヤス）

毛織物 8 480 260 150 

帽子 3 420 290 

綿糸 4 380 230 

綿織物 ， 280 170 80 



＿ 

男性用帽子に使われたと仮定して、 1つに0.9m

必要とすると、約420万個の帽子用といえる。同年

の甲種現住人口、男性2千4百万人の（ウイキペディ

ア）、の約20%弱の帽子をまかなっていたこととなる。

労働者の賃銭をみると、類似の他分野に比べる と莫

大小（メリヤス）、毛織物に次いで、賃金は良かったと

いえる。

千代田リポン見学記

渡邊女学校出版部（現東京家政大学） 1931 (昭和6)年

7・8月合併号4)に学生の「千代田リボン製作所」見学記

（見学日；同年6月23日）が掲載されていた。昭和年代

ではあるが、ここで明らかになったことは以下である。

・見学時は夏帽子用リボンの最盛期

・写真織、朱子織、片面織、斜紋織、綾織、杢目織を

製造

• 製糸女エがおり、糸から製作していた

・紙糸、木綿糸、人造絹糸、絹等使用

• 第一工場52台の機（独製 ） 、 1 0馬力の電力、 1 台 20-

24本のリボン

• 練り、仕上げまで行う

規模の大きな工場であり、リボン用は細い糸のため

か、糸から生産していることが、わかった。

1 -3 
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図1
「裁縫と家事」
渡還女学校出版部
昭和6(1931)年
7・8月合併号表紙

工場配置図

2017 (平成29)年12月、谷中のこ屋根会は、最後の

工場経営者の遺族から、数枚の工場配置図面と終業時

の記録を譲渡された。最も古い年代では、工場（第一工

場）建築年月が、 1908(明治41)年11月頃のメモがある。

1-4 

しかし、これは第一工場の約281坪建屋の見取図のみ

であった。（固2)

年代がわからない図面を図3に示す。道路や川の様

子から、 2013(平成25)年まで現存していた5連ののこ

ぎり屋根建屋の位置を示すと、第一工場の一角である

ことがわかる。しかし、図面の年代が不明なことから、

次の可能性を挙げる。
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工場配置図(1)

明治41年建築とある（矢印）

｀し、ミ\ニ----- .~

工場配置固(2)作成年不明

点線は、 2013年まで、 5連のノコギリ屋根建屋
が現存していた部分
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①のこぎり屋根建屋は、増減築が容易なことから、

現存していた部分は、第一工場が減築され残存し

た部分である

② 1908 (明治41)年建築は、別の建屋である

③様式からみて、 1894(明治27)年建築の可能性も

ある

いずれにしても、結論は出せなかった。

1-5 終業時の記録

今回の譲渡資料の中には、 1969(昭和44)年12月31

日の廃業届けなどが存在し、終業時の様子は詳細に記

されていたが、本論では、主旨が異なるため，詳しく

は触れない。

2. 地域産業遺産の保存活動

2 -1 社会一般への広報活動

ここに貴重な見本帳や繊維の専門書が存在すること

を広報するため、 2つの雑誌などへの投稿を行った。

1)森まゆみ「文明開化のリボン」考える人2017年冬

号（新潮社）

2)菊池京子 「谷中からはじまった国産リボンの歴史

（前 ・後編）」月刊誌「FLOWERDESIGN Life』

2017年1,2月号

マミフラワーデザインスクール

綺麗な印刷の商業出版物に感激し、これらによる特

段の進展は得られなかったが、特に2)については、リ

ボン業界には、行き届いている月刊誌なので、 「見ま し

たよ」のお声をいただいた。

2-2 大学博物館への出展

「辰五郎と滋の見た明治の衣生活大転換」東京家政大

学博物館（板橋区）2017年10月19日-11月24日が開催

され、学園創業者と二代目を主人公に西洋化する服装

の変遷が展示された。この中で、リボン見本帳の初め

ての貸出展示として、 1コーナーを設けていただいた。

来館者アンケートでリボンの記述もあり、在学生の関

心をも集めた。

2-3 行政や地域、社会への広報活動

史料保存や活用について、地元行政にあたる台東区

へは、継続的な働きかけを行ってきているが、まだ「諾」

の回答は得られていない(2018(平成30)年3月現在） 。

地域の住民にとって、貴重な産業史の一端を物語る史

料である。地元の人に見ていただきたいと、これまで

公開の場は3回開いた（うち1回はリボン譲渡受け前）。

1) 2014/2/25 -3/8「谷中のこ屋根展藍染川流域の

ファクトリ ーライフ」ギャラリーTEN(台東区）

2) 2014/11/18-12/7「復活に向けて谷中のこ屋根展

in HAGISO」HAGISO(台東区）

3) 2016/9/2-12 「谷中とリボンとある男」古書ほ

うろう（文京区）

特にリポン見本帳については、多くの方にみていただ

くことができた。3回目の「谷中とリボンとある男」には、

読売新聞に大きな紹介記事が掲載されたこともあり、

連日大賑わいで女性のため息に包まれた。

しかし、調査 ・保存先を確定するまでには、いたら

なかった。

図4 「谷中とリボンとある男」展チラシ

2-4 専門職への働きかけ

織物関係者や現リボン産業の方々など、専門性の

高い方々にゆっくり閲覧いただく機会をもうけた

(2017/5/21-22島薗邸）。これを開催したため、後

述する専門家による見本帳の調査が実現した。

3. これまでの到達点

のこぎり屋根材については、一時、 ワイナリーヘの

活用案も検討されたのであるが、計画自体がなくなり、

現時点でも活用先は決まっていない。

しかし、現地に建てられたマンションの入り口に、記

念のプレートが2018(平成30)年1月29日に建てられ

た。

リポン見本帳と書籍については、織物研究家の新井

正直氏が、内覧会にて、本史料を専門家のお立場で重

要と考え、調査を引き受けてくださった。現在、群馬
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I邸年（明治力）.Ji染Ill(谷町II)のほとり、下谷区
谷中初奮町4T 目 :11•地(IJl・谷中3-7)に、岩曇'}ボ
ン雙織所（創棗看崖檎鍾次鱗）が戴立、 日本で初め

てi!i淳式'Iポンが生量されまLた．やがてき初から技
鱗を文えた汲辺口鱒に、さらに鈴木哲に引き●がれ．

千代田リポン霞●所として昭和40年代まで櫨震、その
復は印刷所とLて使われまLた．近代a本のものづくり
，，鳳点であり、地繊に愛されたのこぎり墨橿エ湯は、

2013年9月に疇体されましたが． 建襲.,材の一岬と．
土●天竃から蜜定した●鑑えが 工場疇から茫見されたリポンの見拿帳を會む賣重な文
人●のこぎり1l檀の工場．それ宣

猷賣料は、明治の量業を知る宝とLて残されています．で""'の●子や遍女の髪蚤●る
リポンは●入されてい菫した. 2018年1月言日 谷中のこ墨糧会

、今

図5 工場跡地のマンション前に建てられたプレートと設置位置（点線丸部分）

県立繊維工業試験場（桐生）へ移送し、調査が始まった

ところである。
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